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統計数理研究所共同利用委員会（2021 年度第 2 回）議事要旨 

 

日 時 2021 年 10 月 25 日（月）15：00～17：00 

場 所 Zoom 開催 

出席者 北野委員長、佐井、瀬尾、中村、増田、松井、島谷、逸見、中西、 各委員 

陪席者 椿所長、山下副所長、栗木統計思考院長、 

北村上席URA、本多主任URA、丹生研究推進課長、小濱研究推進副課長、河治研究推進係長、 

池田技術職員、石原技術職員、北田特任専門員 

 

 北野委員長から、共同利用委員会規則第 5 条第 1 項に定める定足数に達したため、本委員会は成立する

旨報告があった。 

議題に先立ち、椿所長から挨拶があった。 

 

議題 

前回の議事要旨の確認 

北野委員長より、資料 1 に基づき、統計数理研究所共同利用委員会（2021 年度第 1 回）議事要旨

（案）について説明があり、確認の結果、原案の通り承認された。 

 

追加採択課題の確認 

松井委員より、資料 2 に基づき、2021 年度統計数理研究所公募型共同利用追加採択課題について

説明があり、確認を行った。 

 

審議事項 

1. 2022 年度共同利用公募案内(案） 

松井委員より、資料 3-1 2022 年度公募案内（案）について説明があった後、山下副所長より、

コロナ禍において旅費がほぼ執行されていない状況を鑑み、経費の在り方について意見をいた

だきたい旨の発言があった。また、北野委員長からも、資料 3-2 に基づき、経費の問題について

は前委員会からの申し送り事項である旨の説明があり、審議の結果、公募案内にコロナ禍にお

ける経費の時限的措置についての記載を追加することで承認された。 

北野委員長より、最終的な修正については、委員長及び松井委員に一任していただく旨説明

があり、承認された。 

2. 2022 年度公募型共同利用重点テーマ（案） 

本多主任 URA より、資料 4-1～4-2 2022 年度重点型研究テーマ候補分析に関する報告に

ついて説明があった。 

松井委員より、資料 4-3  2022 年度重点型研究テーマ（案）について説明があり、承認された。 

3. 2022 年度公募型共同利用審査方針および総合評価結果（案） 

松井委員より、資料 5 についての説明と一般研究 1 の審査方法の変更について提案があり、

審議の結果、経費配分を伴わない一般研究 1 の評価については、審査負担の軽減の観点から、

点数ではなく採択相当（4）、不採択相当（1）の評価とすることで承認された。 

4. その他 

北野委員長より、共同研究リポートの公開と著作権等の問題に対する方針について説明があ
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り、審議の結果、共同研究リポートの著作権は研究代表者や共同研究者である著者にあるため、

研究代表者が共同研究リポートの発行責任者となり、公開や配布については著者各自の責任

で行っていただく旨、公募案内に記載することで承認された。 

 
報告事項 

1. JROIS 共同利用・共同研究システムについて 

石原技術職員より、資料 6 に基づき、JROIS（共同利用・共同研究システム）の 2021 年度の改

修状況について報告があった。 

2. 統計思考院の活動とその動きについて 

栗木思考院長より、資料 7 に基づき、統計思考院の公募型人材育成事業の公募開始の報告

があった。また、コロナ禍における経費対応や承諾書を公印省略可とするなど、2022 年度の変

更点について説明があった。 

3. その他 

特になし 

 

その他 

公募型共同利用公募・採択に係る今後のスケジュールについて 

事務局より、資料 8 に基づき、今後のスケジュールについて説明があった。 

 

椿所長より、国際共同研究について中期計画・中期目標が定まった段階で所内での議論・決定を経て

今後検討していきたい旨、コメントがあった。 

 

 

 

【次回開催日時】 2022 年 3 月 1 日（火）15 時 00 分 
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